
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市では今年で 2 回目となる「長崎市 図書館を使った調べる学習コンクール」を開催しています。「調べる学

習」とは、身近な疑問や興味を持ったことをテーマに、図書館などを利用して調べ、「どのように調べをすすめたの

か、またその結果自分は何がわかったのか」をまとめることです。長崎市へ応募された作品の中で優れたものは、

公益財団法人図書館振興財団が主催している全国の「図書館を使った調べる学習コンクール」に出品されます。 

昨年は、長崎市で初めての地域コンクールにも関わらず、小学生 85 点、中学生 15 点、大人 18 点の計 118 点

の応募がありました。また、この中から全国コンクールに推薦した 3 作品が文部科学大臣賞(1 点)と佳作(2 点)に選

ばれました。 

長崎市立図書館では、この調べる学習をより多くの方に実践していただけるように、様々な催しを開催しました。

大人の方向けに『大人のための「調べる学習」講座』を、こども向けには『調べ学習たいけん教室』などを実施し、多

くのご参加をいただきました。 

自分で調べたことを、他の人に読んでもらうためにわかりやすくまとめるという作業は案外難しいものですが、完

成した時の達成感や喜びは何ものにも代えがたいです。大人の方にもこどもたちにも、調べる学習を通して大いに

図書館を活用しながら、“調べてまとめる”楽しさを発見していただけたらと思います。コンクールの募集期間は 9月

1日(日）から 9月 30日(月)で、テーマは自由です。興味のある方は、ぜひチャレンジしてみてください。 

                    【問い合わせ先 長崎市立図書館 095-829-4946】 

※ 毎週火曜日は 

休館日です。 

※ 開館時間 

   10：00～20：00 

 

「第 2 回 長崎市 図書館を使った調べる学習コンクール」 

 

 

 

 5 月 10 日～10 月 5 日／全８回開催中 

大人のための「調べる学習」講座 

7 月 29 日開催／小学 1-3 年生向け 

親子☆調べ学習たいけん教室 

７月 25･26 日開催／小学 4 年生以上向け 

調べ学習たいけん教室 

 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 27 28 29 30 31

9月 10月

http://www.irasutoya.com/2013/02/blog-post_1501.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 月 15 日（木）から 25 日（日）まで、浜町商店街を中心に「長崎アートプロジェクト 2013 根っこのカク

レンボ＠ながさき」が開催されました。長崎アートプロジェクトは、市民が長崎のまちで生まれたアートに触れ、

その楽しさを知るきっかけづくりを目的としたプロジェクトで、今年は現代美術アーティストの淺井裕介さんを

お招きしました。 

 期間中の 17、18 日には長崎市立図書館でも淺井さんのワークショップを開催し、小学生から大人の方までた

くさんの方々にご参加いただきました。マスキングテープとペンを使って描く「マスキングプラント」と名付け

られた植物画は、多くの方々にとって初めての経験だったと思いますが、淺井さんと参加された皆さんが共有し

た達成感が、そのまま作品に表れていました。 

図書館としても初の試みでしたが、壁面を彩るマスキングプラントは芸術的で、参加者の方々が楽しんで下さ

っている様子を見て、このプロジェクトの目的を達成できたように感じました。たくさんの方のご参加、ありが

とうございました。淺井さんの作品は 9 月 23 日（月・祝）まで、市立図書館内でご覧いただけますので、どう

ぞご来館下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お店に並ぶ洋服・靴・鞄は、どのようにして創られ、どのようなルートを経てきている 

のでしょう。日ごろ、意識することのないファッション業界の舞台裏を、物語の中に覗い 

てみませんか。『ランウェイ』の主人公は、ブランドショップで働く１人の女性です。彼 

女はある日、品物の買い付けを行うバイヤーに抜擢されます。そのことがきっかけとなり、 

才能を開花させ、日本から世界へと羽ばたいていきます。彼女の 

ファッションに対する情熱に心奪われる１冊です。 

            もう１冊は、近年大ブームになった「宇宙兄弟」に関連して出 

版された『We are 宇宙兄弟 宇宙飛行士の底力』を紹介します。日本人宇宙飛行士と、

彼らを支える宇宙開発の現場で働く人たちへのインタビュー集です。宇宙に対する熱い

思い、宇宙という場を仕事にできる喜びと苦労の言葉が語られています。その中には、

どの職場で働く人たちにも通じるメッセージが込められているように思います。時に、

空を眺めながら働くことについて思いをはせてみませんか。   （司書：草野 さやか） 

 

 「はたらく」ことは「生きていくこと」とよく言われます。長い人生、じっくり付き合って 

いける自分だけの仕事と出会いたいものです。 

 『はたらきたい。ほぼ日の就職論』この本の中では、人事のプロから漫画家、お笑い芸人 

にミュージシャンまで、実に様々な立場からの仕事論が語られています。どうやって就職す 

るか、ではなく、いかにしてはたらくか。就職活動中の方へ、すでに社会人の方へ、「はたら 

くこと」に関わるすべての方におすすめの一冊です。 

           94 歳まで理容師として働いた加藤寿賀さんは、『なぜ、はたらくのか  

94 歳･女性理容師の遺言』の中で「人間は「端（はた）を楽（らく）させる」ためにはた

らく」と言います。自分のためでなく、人のためにはたらく。その心はどの職業において

も忘れてはならないものではないでしょうか。14 歳で理容の道に入り、約 80 年もの間は

たらき続けた寿賀さんの言葉は、どれも心に留めておきたい大切なものばかりです。 

           人を思い、悔いのないよう「はたらいて」いけると良いですね。 （司書：大内 絵美子） 

 

『ランウェイ』 幸田 真音／著 集英社 F913.6 コウ 

『We are 宇宙兄弟 宇宙飛行士の底力』 モーニング編集部／編 門倉 紫麻／編 講談社 538.9 ウ 

『はたらきたい｡ ほぼ日の就職論』糸井 重里／監修 東京糸井重里事務所 J366.2 イ 

『なぜ､はたらくのか 94 歳･女性理容師の遺言』加藤 寿賀／著 主婦の友社 289.1 カ 



 

 

                               

 

    

    

 

 

 

 

 

 

・登録された日以降の誕生日から 3 年 2 ヶ月後に期限が切れます。期限が切れた貸出券も、更新手続きを 

すれば引き続きご利用いただけます。 

・有効期限の 6 ヶ月前から、貸出時に発行するレシートに有効期限を記載いたします。 

また、有効期限の 2 ヶ月前から、カウンターで更新のご案内をいたします。 

・更新手続きは誕生日から有効期限までの 2 ヶ月間に行ってください。 

・更新手続きには申込書の記入と、住所・生年月日が確認できるもの（免許証や保険証など）の提示を 

お願いいたします。（小学生以下の方は申請書の記入のみ） 

・旧貸出券も新しい図書貸出券への切り替えを行ってください。 

・有効期限が切れた図書貸出券は利用停止となり、貸出・予約ができなくなりますのでご注意下さい。 

※予約が集中している本は数ヶ月お待たせすることがあります。予めご了承下さい。 

 

 

 

日々の暮らしの幸せは､きっとごはんの

中にある! 長崎の､いわゆる｢名物｣ではな

く､ふだん食べている食材や料理をイラス

トや写真とともに紹介｡『ながさきプレス』

連載をもとに書籍化｡  

春夏秋冬それぞれに魅力的な祭事があ

る､異国情緒あふれる街･長崎｡長崎が大好

きな､長崎っ子の著者が､とっておきの散

策･食べ物情報などを紹介します｡長崎のこ

とをもっともっと深く知ることのできる一

冊｡  

 

『長崎迷宮旅暦』  

下妻 みどり／著  

書肆侃侃房  

T291.93 シ 

『長崎おいしい歳時記』 

下妻 みどり／著  

書肆侃侃房 

K596.0 シ 

http://www.irasutoya.com/2013/04/blog-post_3956.html

